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１. 適用範囲 

本要領は、土中埋め込み式※１の鋼製防護柵における支柱※２の根入れ長について、測定機器を用

いた非破壊試験により測定する場合に適用する。 

 

※１ 本要領が対象とする土中埋め込み式は、図１の支柱を土中に埋め込む方式であり、図２の

支柱をコンクリートに埋め込む方式（根巻き）は対象外である。 

※２ 本要領が対象とする支柱は、曲り部のない直管とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 測定箇所及び名称等 

測定箇所及び名称等は下記のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 測定機器 

（１）測定機器の性能基準 

使用する測定機器の特性に応じ、測定に悪影響を及ばさない環境下（支柱埋め込み前の地上部

における測定など）において、測定機器が下記の性能基準を満たすものとする。 

 

 

 

 

 

図１ 支柱を土中に埋め込む方式 図２ 支柱をコンクリートに埋め込む方式 

図３ 測定箇所及び名称等 

支柱長２,６００ｍｍ以下の鋼製防護柵において、測定支柱長（Ｌ1）と支柱実寸長（Ｌ）との差（測

定誤差）が±３０ｍｍの範囲であること。 

    －３０ｍｍ≦｛ 測定支柱長（Ｌ1）－支柱実寸長（Ｌ） ｝≦ ＋３０ｍｍ 

ｈ0 ：設計根入れ長 （設計の根入れ長） 

ｈ1 ：測定根入れ長 （測定機器により測定した根入れ長） 

Ｌ1 ：測定支柱長  （測定機器により測定した支柱長） 

Ｌ  ：支柱実寸長  （巻き尺等により測定した支柱長） 

性能基準 

ｈ1 ｈ0 

Ｌ1、Ｌ 
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（２）監督職員による測定機器の性能確認 

請負者は、監督職員の立会いの下、巻き尺等により支柱長（Ｌ：支柱実寸長）を測定し、また

使用する測定機器により支柱長（Ｌ１：測定支柱長）を測定する。 

監督職員は、この測定結果から、前頁（１）に基づき測定機器の性能を確認する。 

なお、測定機器の性能確認を実施する支柱は、鋼製防護柵の種別毎に１本以上とする。 

 

 

４. 測定者 

測定者は、測定機器の操作方法及びその評価法について十分な知識を有する者とする。 

なお、資格等（講習会の受講等も含む）を有する必要のある測定機器を使用する場合は、当該

資格等を有する者とする。 

 

 

５. 判定基準 

根入れ長の判定基準は、下記のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

６. 請負者による施工管理 

請負者は、非破壊試験の実施計画（測定機器の選定、測定原理・手順等）を検討し、これを盛

り込んだ施工計画書を作成し、監督職員へ提出する。請負者は、監督職員が指示した支柱（種別

毎に支柱総数の１０％以上の支柱）に対して、測定機器による非破壊試験を実施する。 

請負者は、非破壊試験の実施後、測定結果をとりまとめた測定結果報告書（「９．測定結果報告

書」参照）を速やかに作成し、監督職員へ提出する。 

 

 

７. 監督職員による確認 

監督職員は、請負者が実施する非破壊試験に対し、1 工事につき 1 回以上立会うとともに、測

定結果報告書により、支柱の根入れ長の適否を「５．判定基準」に基づき確認する。 

 

測定根入れ長（ｈ1）と設計根入れ長（ｈ0）との差（測定誤差）が下記の範囲であること。 

－１００ｍｍ ≦｛ 測定根入れ長（ｈ1）－ 設計根入れ長（ｈ0） ｝≦ ＋１００ｍｍ 

判定基準 
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８. 検査職員による検査 

検査職員は、検査（既済部分検査、中間技術検査、完成検査）時に測定結果報告書により、適

正な支柱の根入れ長の確保を確認する。 

 

９. 測定結果報告書 

測定結果報告書は、表 1 に示す内容を網羅して作成する。作成にあたっては、別添「測定結果

報告書作成要領(案)」を参考にする。 

 

表１ 報告の内容 

種別 報告事項 添付資料 

 

工
事
概
要
及
び 

 

測
定
方
法
等 

工事件名  

工事場所  

鋼製防護柵の種別・測定箇所(支柱番号) 測定位置図 

測定機器（名称、製造会社、連絡先、校正記録）  

測定原理・手順  

測
定
機
器
の 

性
能
確
認 

確認(測定)日 

監督職員（確認者）、測定者 

測定箇所(支柱番号) 

測定結果（Ｌ1、Ｌ及びその差分） 

 

①支柱長測定結果一覧表 

②測定データ 

根
入
れ
長
確
認 

測定日 

監督職員（確認者）、測定者 

測定箇所(支柱番号) 

測定結果（ｈ1、ｈ0及びその差分） 

 

①根入れ長測定結果一覧表 

②測定データ 

 

 

１０. 根入れ長の測定の流れ 

非破壊試験による根入れ長の測定の流れは、図４のとおりである。 

なお、参考として、根入れ長の判定基準に適合しない場合の対策の流れを図５に示す。 

 

 

１１. 支柱埋め込み及び測定時の注意事項 

（１）支柱に損傷等を与えないために 

支柱先端部等の損傷又は変形は、非破壊試験を用いた根入れ長測定においてその測定に悪影響

を及ぼすことが懸念される。このため、支柱先端部等に損傷、変形を与えることが想定される舗

装部については、必ずコア抜き等によりそれを取り除いてから支柱の埋め込みを行うこと。 
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また、玉石等の存在により支柱先端部等に損傷、変形が想定される場合は、監督職員と協議す

ること。 

 

（２）接触媒質の適正使用 

超音波を用いて測定する際に使用する接触媒質※については、気温等現場状況に応じて適切に選

択し使用すること。 

※ 超音波探触子で発生した超音波を支柱に効率よく伝達させるために用いるゼリー状の物質 
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図４ 根入れ長の測定の流れ 

非破壊試験を盛り込んだ施工計画書の作成・提出 

非破壊試験実施計画の検討 

（測定機器の選定、測定原理・手順等）

YES 

NO 

「測定結果報告書」の作成・提出 

（対策についての協議内容も記載） 

NO 

YES

【支柱埋込み後】 

監督職員による 

根入れ長確認 

（種別毎に支柱総数の 10％以上） 

測定機器による根入れ長（ｈ1）の測定 

【支柱埋込み前】 

監督職員による 

測定機器の性能確認 

（支柱種別毎に１本以上） 

対策の検討 

（図５参照） 

測定機器、測定方法等の変更 

測定機器により、 

全支柱の根入れ長（ｈ1）を測定 

Ｂ 

①巻き尺等による支柱実寸長（Ｌ）の測定 

②測定機器による支柱長（Ｌ1）の測定 

測定機器の 

性能基準に適合 

 

ＣＡ

根入れ長の 

判定基準に適合 

支柱の埋め込み 

支柱の 

切断有り 

支柱の 

切断無し 

測定機器の 

変更・再測定 
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図５ 根入れ長の判定基準に適合しない場合の対策の流れ（参考） 

不適合の支柱に隣接した２本を 

測定機器により根入れ長（ｈ1）測定 

支柱切断の 

有無

YES 

 

有 無 

Ａ 

NO 

NO 
２本とも根入れ長の

判定基準に適合

根入れ長の 

判定基準に適合 

 現場状況等を勘案して 

建全性を判断できる 

発注者・請負者 

協議 

YES 

NO 

引き抜き確認 

Ｂ

Ｃ

測定機器の 

変更・再測定 

支柱の引き抜き 

（図４へ） 


